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■ 各自然数 n に対して fn(x) を

fn(x) =
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により定めるとき，

sup
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| fn(x) − fm(x) | ,
∫ π

0

| fn(x) − fm(x) | dx

を求めよ．

（解） n > m のときを考えると，関数 y = fn(x) のグラフから，関数 | fn(x) − fm(x) | は x =
π
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となる．したがって，
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である．fn(x) と fm(x) で囲まれた面積を求めることにより，∫ π
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が得られる．
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